ロイ ヤル ・ グ ラン ステ ー ジ の お 約 東 


/ 厳選 し た 旅館 : ホ テル に ご 和 宿 泊 
衣 社 最上 上級 S ラ ンク 指定 の 旅館 ・ ホ テル を 利用 し ます 。 


※S ラ ンク 以外 で も 特色 が あり 評価 が 高い 施設 を 利用 する 場合 も あり ます 。 


ゆとり の 行程 で ご 案内 


宿泊 施設 へ は 、16 時 30 分 頃 の 到着 、 形 は 9 時 以降 の 出発 で す 。 
※ 祭 りな どの イベ ント 、 夜 お よび 朝 の 自然 観賞 宿泊 施設 外 で の お 食事 な どの 場合 を 除き ます 。 


ご 最大 28 名 様 まで 、 少 人 数 で の 快適 な 旅 
募集 人 数 は バス 1 冶 に つき 28 名 様 ま で 。12 名 様 より ツア ー 催 行 し ます 。 
プ 往復 の 列車 は グリ ー ン 車 ・ 茜 煙 席 を 利用 


座席 も 広く 快適 な 列車 の 旅 を お 楽し みく だ さ v 0 名 古屋 発着 の 列車 は 時 間 指 2 


※ 東 北 ・ 秋 田 ・ 山 形 ・ 上 越 長 野 ・ 北 陸 ・ 九 州 新幹線 、 在 来 線 特急 は 一 部 例外 が あり ます 。 
ウ お 帰り の 手荷物 宅配 サー ビス 

※ お ひと り 様 お ひと つ (25kg) ま で 。 ※ 日 帰り ツア ー を 除き ます 。 
経験 豊か な TD (添乗 員 ) と バス ガイ ド が ご 案内 


また は ロイ ヤル ・ シラン メ テニ ン き 過 ス クッ フン が ご 炒 内 [ます 
※ バ スガ イド は 一 部 コー ス に より 例外 が あり ます 。 


出発 前 に TD( 添 乗員 ) よ り 電 話 に よる ご 挨 捗 


※ 代 表 者 様 に お か けし ます 。 ご 不在 時 は 前 日 21:00 ま で を めど に 数 回 お か けし ます 。 
び 落ち 着き ある 大 人 の た め の 旅 


| 1 月 1 日 現在 感染 誕 対 策 の た め バ パス 1 台 に つき 19 名 様 まで の 募集 し し て いま す | 


※2023 年 1 月 出発 分 より 、 催 行 決定 に つい て の 書面 の お 送り を 中 止 と させ て いた だ きま す 。 催行 状況 の 
ご 確認 は 弊社 イン ター ネッ ト に て お 願い いた し ます 。 イ ンタ ーネット が ご 利用 いた だ け な い 方 は 、 お 手数 で 
す が 弊 社 コ ー ル セン ター まで ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 


づ 月 号 


旅行 設定 期 寺 
2023 年 
2 月 ~9 月 


フラ プ ヴ ツー リズ ム 


"クラブ ツー リズ ム の 最上 普 国 内 旅行 


2INOYAT GRANSTAG 


ーー マル | 憎 / 


ーー 


少 人 数 (19 名 以下 ) で 行く 


大 人 の 次 沢 旅 


路 大 風 呂 1 付き 客室 プラ ン を ご 用 意 
ほ 食 を ゆっ た り 配 置 され た お 席 で 


赴 


LouAtu 


「 洒 邸 遠 音 近 音 ] ロ ビー 


※ 既 に お 申し 込み 済み の お 客 様 に は 
弊社 より 個別 に ご 案内 し ます 


。 茹 交 2023 年 の 旅 gz 
続々 発表 催行 決定 多数 ! 


添乗 員 同行 の 旅 ! = 
世界 70 カ 国 の ツア ー 販 売 中 ! 本 


クラ ブツ ー リ ズム 海外 EmEYHH 


E 


の 条件 に より ます ) 


【 全 国旅 行 支援 の 補助 適用 に つい て 】 支 援 対 象 と な る コー ス に つい て は 、 準 備 が 
整い 次 第 、 都 道府県 ご と に 定め る 参加 条件 な ど ル ー ル ・ 条 件 に 基づき 補助 な ど を 
適用 する 予定 で す ※ 補 助 支 援 の 時 期 ・ 適 用 条件 は これ まで と 異な る 場合 が あり 
ます ※ コ ー ス ご と の 補助 は 準備 が 整い 次 第 、 順 次 ホー ムペ ー ジ に て 反映 し ます 
※ 補 助 金額 お よび 地域 限定 クー ポン 額 の 算出 は お 客 様 個 別 の 旅行 代金 に 基 
2 ※ 補 助 は 都 道 府 県 ご と に 補助 全 が な く な り 次 第 終了 し ます ( ツ 

ー 申 し 込み 順 の 適用 と な り ます ) ※ 補 助 の 適用 を 受け る に は ワク チン 検査 パッ 
めき ジ 要 件 を 満た す 必 要 が あり ます (ワク チン 接種 回 数 な どの 条件 は 都 道 府 県 ご 
と に 異な り ま す ) ※ 全 国旅 行 支援 が 再開 され て いな い 場 合 は 、 補 助 な どの 適用 は 
あり ませ ん ※ 適 用 条件 に よっ て は 、 掲載 コー ス が 補助 な どの 支援 対象 と な ら な い 
場合 が あり ます ※ 補 助 な どの 適用 が な い ど 予約 を 変更 ・ 取 り 消し され る 場合 、 既 


3 


ERCG9j8 定 の 手数 料 を 収受 し ます ※ 各 者 道府県 お よび 事業 者 に お いて 定め る 販売 開始 


日 (当社 ホー ムペ ー ジ に て 順次 公開 し ます ) よ り 前 に 予約 が な され た 旅行 商品 に 
つい て は 、 全 国旅 行 支 援 の 支援 対象 と と いた し ませ ん 

※ 下 記 URL で 内 容 ・ 注 意 事項 を 必ず ご 確認 の 上 、 ご 予約 くだ さい 
https://www.club-tcom/sp/special/common/ryokoshien/ 


クラ ツー 全国 旅行 支援 


“旅行 "と 本 
ao 靖 宮 の 旭 フラ フリ ー リ スム PA SS 
会 員 ※ 限 定 の 旅行 特典 ・ 旅 行 サ ービス が 使い 放題 


※ 会 員 と は クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 を 指し ます Ri 
550 円 & 誠 革 年 額 プラ ン 6,000 円 了 
※ 全 国旅 行 支援 対象 コー ス は クラ ブツ ー リ ズム パス 会 員 割引 特典 の 対象 外 と な る 場合 が あり ます 。 
= 上 ーー= 上 目 ロ 
近鉄 フル ー プ フラ プリ ー リ ズム 株 式 会 社 
| 四 李 の 華 東海 罰 5 汗 


ロ 5 ー | 写 
LINE 公 式 ア カウ ント ロイ ヤル グラ ンス テー ジ 四 地 の 半 符 』 

クラ ブッ ー リ ズム メル マガ クラ ブッ ー リ ズム LINE 四 委 の 華 東海 検索 ! ィ 

季 「 酸 み の 宿 ] は 、 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ 四季 の 華 の ツア ー に ご 参加 いた だ いた お 客 様 の 17 名 以下 限定 ラグ ジュ アリ ー バ ス ジラ 
ツア ー ア ン ケ ー ト で 、 満 足 度 評価 90% 以 上 の 宿泊 施設 で す 。 ロイ ヤル クル ー ザ ー 四 李 の 華 1 で 

人 導き ーー ニー 。 有 効 回 答 数 78.345 枚 ) ロイ ヤル クル ー ザ ー 東海 検索 す 


am 桜の 絶景 名 所 吉野 千本 桜 色 | | 

2 露天 風呂 付き 離れ 客室 
' ! M 

、 旧 編 泉 | 場 ノリ 谷 千 鹿 」] 


「 く つろ ぎの アッ プ グ レー ド 」 を コン セプト に し た 
| ひ の] 生 人 委 。.p と りあ る 3 配置 の プレ ミア ムシ ー 
プレ ミア ムシ ー ト 利用 -。 トト を ご 用 意 。 座 席 の 前 後 間隔 は 130cm、 後 ろ に 
較 (人 近 鉄 名 古屋 一 大 和 八 木 回 ) Tk ね な く 倒 せる バッ クシ ェ ル タイ プ で す 。 


・*5 RG642-C22 に EEEipE 


人 (お ひと り ) 200, 000 


出発 日 草 皿 6( 本 7 日 
近鉄 名 古屋 (10:00 発 )> 近 鉄 特急 「 ひ の と り 」 プ レミ アム シー ト * 大 和 八 木 
= 橿原 (和食 食 ) = 石 舞 台 古 墳 ( 約 60 本 の 桜 約 40 分 )= 奈 良 公園 
(日 本 きく ら 名 所 100 選 プ 約 60 分 )= 奈 良 ・JW マ リオ が ンプ ) 
8 用 放 予 5 負 上 計 の UP9UOy 夕食 は シル ク 


2 (GS 由 = 寺山 (し い 秋 の 昌 を 各 ウ ォ ー キ ング ー 和 90 人 
竹林 院 大 芳 園 ( [に て 和食 の 生食 )- 道 の 駅 ・ 十 津 
798 内 千 鹿 川 痢 =( ホ テル 無料 送迎 車 )= 填 津川 湯 泉 地温 泉 湯谷 千 鹿 ( 沿 ) 


※16:30 到 着 予 定 。 ホ テル の 出発 時 間 は 吉野 山 の 混雑 状況 に より 30 分 程 


前 後 する 可能 性 が ご ざい ます 屋 聞 
Pe 3 十津川 湯 泉 地温 泉 (9.00 出 発 ) =( ホ テル 無料 送迎 車 ) = 道 の 駅 ・ 十 津川 
RS 卿 = 白浜 (和食 の 恒 食 ) = 和歌山 城 (城内 に 咲く 約 600 本 の 桜 約 70 分 ) = 

えら れ 、 新 大 阪 一 新幹線 「 ひ か り 」520 号 牙 グ リー ン 車 一 名 古屋 (1042 着 ) 硬 司 


ら ぎ に 耳 を 傾け な が ら ゆ っ 
た り と し た 寛ぎ の 時 間 を お 
過ごし いた だ け ま す 。 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 "発汗 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 本 コー ス 
は 中 千本 ・ 下 千本 の 桜 観賞 を メイ ン と し て お り 、 上 千本 ・ 奥 千本 へ は 滞在 時 間 の 都合 上 、 ご 案内 で きか ね る 場合 
が ご ざい ます 。※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。※[「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公 
益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。※ 吉 野山 ウォ ー キ ング モデ ルコ ー ス ノ 歩行 時 間 約 80 分 、 歩 行 距離 約 2.1km 


] 証 萩 温泉 郷 
大 EE 生業 の ネエ の 7 計 "h 

寺 op 衣 第 秋 の 和 宿 吊 成 吊 
萩 の 迎 換 館 と し て 建て られ た 名 宿 。 皿 李 を 映す 日 本 庭園 
や 華美 を 排 し た 凛と し た 客室 、 旬 を いた だ く 伝 統 の 料理 
な ど 、 日 本 人 の 心 に 才 く 美意識 に 満ち て いま す 。 


人 人 5 190, 000a 1 名 1 室 40.000 円 増 (部 屋 数 制限 あり ) 
出発 日 日 日 攻 駿 13 日 印 催行 決 定 


1 名 古屋 (10:10 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」17 号 廊 グ リー ン 車 一 新山 品 = 天光 き 
( 志 重 塔 に 映え る 桜 約 40 分 )= 萩 温泉 郷 ・ 攻 の 宿 常 茂 恵 ( 泊 )※16:00 到 着 
了 定 。 美 し い 日 本 誠 還 を 持ち 、 文 化 と 歴 列 大 正 14 征 食 半 の 純 和 風 老人 
宿 に ご 宿泊 。 夕 食 は 地元 の 旬 の 1 いれ 7 旧 意 忠 図 

2 天 温 泉 委 (1000 軸 移 こ 区 城跡 指 月 公園 ( 約 600 本 の ソメイヨシノ が 喘 く 桜 名 
所 約 50 分 )= 攻 城下 町 (世界 中 産 の 城 下町 を 自由 茹 策 / 約 60 分 )= 萩 観 ふ : ] 
光 ホテ ル ( 和 会 席 の 恒 食 ) = 松陰 神社 ・ 松 下村 塾 (吉田 松陰 の 私 塾 外 観 見 の ひ 前 に 
学 ノ 約 40 分 ) = 湯田 温泉 ・ 古 稀 庵 ( 泊 ) ※16330 到 着 予定 。 約 3.000 坪 の 敷地 に 宮 っ Pe 
全 16 室 の 隠れ 宿 。 全 室 露天 峰 呂 付 客室 で ゆっ くり と お 過ごし くだ さい 鐘 屋 陣 古 橋 庵 
3 湯田 温泉 (1000 出 発 ) 吉本 造 の アー チ が 美しい 本 - 日 本 きく 抽 泉 林 に あり か が らち 
ら 名 所 100 刀 約 60 分 )… 二 (岩国 寿 司 を 合わ ミニ 全席 の 昼食 )= 広 動か の 守 0ー の 

新幹線 | の ぞ み 」40 号 嶋 グリ ー ン 車 王 名 古屋 (18: 19 着 ) 開 層 口 は , 心地 良い 静寂 に 包ま れ ま す 。 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 発芽 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 桜 の 見 頃 は 
気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


活か し た 前 菜 ( イ ター デン) 


5 

し バス 1 人 2 遍 3. 人 北 6 ち の ( ミ 人 で 2 剛 
NR SM | 志 戸 平 温泉 志 。/ じ ハ と て | 
能 放 ング ツー| 八甲田 ホテ ル | 


桜の 見 頃 : 例 年 4 月 中 旬 一 下旬 
約 2600 本 の 桜 と 名 城 の 風景 が 華やか な 弘前 公園 
や 、 艶 や か な し だ れ 桜 咲く 趣 あ る 角館 な ど 様 々 な 桜 景 
色 を ご 堪能 いた だ け ま す 。 


示 また 平湯 
2 征 博 昨 流 泉 志 だ て 四 語 計 


に ゆっ た り と 浸かり 、 上 折々 の 叔 色 を ご 虹 能 。 思 い 


syo 190 000g-200.000m' 末 員 


出 革 mm 17) 罰 多 日 F 催 行 決 定 


1 名 古屋 (829 発 ) 一 新 幹 線 「 の ぞ み 」210 号 廊 グ リー ンー 東京 一 東北 新 
幹線 「 や ま び こ 」57 呈 指定 席 一 北上 = 北上 展 勝地 (日 本 さく ら 名 所 100 選 。 
約 1 万 本 の 桜 並 木 を 自由 散策 約 80 分 )= 志 戸 平 温泉 ・ 湾 泉 志 だ て ( 泊 ) 


の まま に 寛ぐ プラ イベ ー ト な 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 ※16:30 到 着 予 定 。 露 天風 呂 付 客 室 で お 定 ぎ くだ さい 日 日 陶 
2 志 戸 平 温泉 (900 出 発 ) = 角館 (日 本 さく ら 名 所 100 選 。 黒 板 堤 に 映え る 校 
還 唐 鞍 川 温 垂れ 桜 が 見 事 な 武家 屋敷 街 を 自由 散策 約 60 分 )… 角 館 ( 昼 食 )= 荒 川 
7 の 人 皿 田 ホ 温泉 ・ 八 皿 田 ホテ ル ( 泊 ) ※16:30 到 着 予定 虐 属 較 
ブナ 林 と 大 ー 
抱か れ た 温泉 リゾ ゲー トブ ホテ ナル 3 荒川 温泉 (900 出 発 ) = 弘前 公園 ( ーー 
6 遇 す 約 2600 本 の 桜 約 70 分 ) = ホテ ル ニ ュ ー キ ャ ッ ス ル ( 洋 食 の 昼食 ) = 
人 早田 大 哲 が 日 の 前 に そびえ 邊 つ 日 本 最大 級 の 洋風 新 育 礎 一 東 北新 幹 綿 [ は や ぶ き 」34 サ . 指 定 一 東京 一 新 幹線 [の ぞ 
ログ 木造 建築 の ホテ ル 。 青 森 ヒ バ の 香り が 心地 よい 大 み 」255 号 散 グ リー ン 車 王 名 古屋 (20:56 着 ) 図 司 国 
浴場 か ら は ブナ の 原生 林 を 望み ます 。 ※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番 号 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 桜 の 見 頃 は 気 


象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が ござ いま す 。 ※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


名 月 荘 > 各 茶 寄 款 園 
仙南 東北 桜 めぐ くり 


目 PF 全 20 室 朝 ・ 人 、。 


月 壮 


蔵王 連峰 を 見 晴らす 高台 | 
wo Ph 
風 の 建 物 と 、 四 季 折 々 の 美 し 
い 景 観 を 楽し r こ と が で きる 
日 本 庭園 が 広がる 寛ぎ の 宿 。 


1 上 客室 タイ ブ | 2 滑 目 客室 タイ ブ | 2 ご 8 名 1 室 旅行 代金 
"きき 。 | 格 | 200.000m 
“きま *。 | 240,000m 


中 秋保 温泉 全 26 室 出発 日 晶 計 9 中 19 尿 日 


いえ 旨 3000iP の 店 に に と 園 ] 名 古屋 (836 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」212 号 軸 グ リー ン 車 一 東京 一 新幹線 
休む 真 の 日 本 旅館 代 2 穫 っ 固 「 や ま び こ ]57 号 ・ 指 定席 一 郡山 = 三春 滝 桜 ( 樹 齢 1.000 年 を 超え る 国 の 


朝 な タ な に 表情 を 変え る 日 本 画 の よう な 庭園 に 大 伏 記 念 物 に 指定 きれ た 紅 枝 垂れ 桜 約 50 分 )= 鳥 帽子 山 公園 (米沢 

の た 26。 到 容 屋 造り の 客室 、 日 に も 美しい 日 ” 盆地 を 一 望 で きる 公園 に 咲く 枝垂れ桜 ソメイヨシノ な ど 約 1.000 本 の 桜 
閣 本 料理 で 、 日 本 旅館 の 風情 を ご 堪能 くだ さい 。 約 40 分 )= か み の や ま 温 泉 ・ 名 月 荘 ( 泊 ) ※17:00 到 着 予定 日 半 
2 か み の や ま 温 泉 (930 出 発 )= 月 岡 公園 (上 山城 と 楼 の 競演 約 30 分 )= 
be (山形 城跡 に 咲く 約 1.500 本 の 桜 約 45 分 )= ニ シェ ・ ナ カ ガ ワ ( フ 
ェ ) = 天童 公園 ( 抑 稔 山 の 頂上 に ある 公園 に 咲く 約 2.000 


本 の 桜 ノ 約 40 分 ) = 秋保 温泉 ・ 茶 寮 宗 園 ( 泊 ) ※15:30 到 着 予定 還 属 了 


3 秋保 温泉 (930 出 発 )= 白 石川 堤 (一 目 千 本 桜 と 呼ば れる 1.200 本 の 桜の トン 
リル 9 本間 (日 本 きく ら 名 所 100 選 約 50 分 )= 日 本 料 
理 「 こ の 花 」 (和食 膳 の 昼食 )= 白 石 蔵 王 一 新幹線 「 や ま び こ 」62 号 ・ 指 定 
席 一 東京 一 新幹線 [の ぞ み 」 51 号 内 グ リー ン 車 一 名 古屋 (1831 着 ) 閣 日 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 * 発 落 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 桜 の 見 頃 は 気 
象 条 件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が ご ざい ます 。 ※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 ] は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


パン フレ ッ ト 無 料 進呈 


ツア ー に 参加 され る お 客 様 へ の お 願い (抜粋 ) 但 ツ アー お 申し 込み 後 、 出 発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 10 


日 以 内 に 、 発 熱 や 呼 困難 、 味 人. 唱 深 常 等 の 症状 が ある 場合 や 海外 渡 歴 、 コ ロナ ウイ ルス 感 (お 問い 合わ せく だ さい ) 
の を けた と 間 有 れ た 筐 い が あ る 和合 時に ご て だ きい 。 なお 、 出 人 に 所 コロ 台 わ せく だ さ 

ナウ イル ス に 成 染 し 陽性 判定 と な っ た ご と 、 及 び 渡 厚 接 衣 者 に 認定 され た こと を 理由 に お 取り 消し の 場 こ PP Pr 

合 、 証 明 で きる 書類 の 提出 を 条件 に 取消 料 を いた だ か ず に 、 放 行人 を 全 宮 ご 返 全 いた し ます 。 書 類 を ご | 対象 ツア ー は 以下 の ⑳ ま た は を 帝 た すこ と が ツア ー の ご 全 加 条件 2 
提出 いた だ け な い 場合 は 、 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解除 に 該当 し 、 所 定 の 取消 料 を お 支払 いい た だ きま | に な り ま す 倫 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 14 日 前 まで に 、 新 型 コロ ナウ ロイ ヤル クル ー ザ ー 
す 。 書 類 提出 方 法 や 期限 な ど 、 詳 し く は WEB で ご 確認 くだ さい 。 豊 ツ アー 当日 は 集合 前 に 検温 の 上 、 健 | イル スワ クチ ン 接 種 を 2 回 以上 完了 し て いる こと @ 出 発 日 の 前 日 か ら 四季 の 華 


起算 し て 3 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に よる PCHR 検 査 


2 月 1 日 発行 号 


覚 唱 覚 障害 等 が あら われ た 場合 は 、 ツ アー を 離 団 し て いた だ きま す 。 ま た 、 特 例 (※1) と し よる 拓 原 定性 検査 の 結果 が 陰性 で ある こと ※ ワ クチ 


2 2 2 3 ン 接種 を 3 回 以上 完了 し て いる こと が 参加 条件 と な る エロ 
て 離 団 期間 の 旅行 代金 日 割り に て 後日 払い 戻し いた し ます 。 ※1: 特 例 の 適用 期間 は ツア ー も ご ざい ます 。 そ の 他 条 件 と あわ せ て 英 社 ホー ム d 


ペー ジ ま た は 各 旅 行 セン ター に て 必ず ご 確認 くだ さい 。 回 1 


康 チ ェ ッ クシ ー ト に 記入 し 必ず ご 提出 くだ さい 。 発熱 や 咳 、 喉 が 痛い な どの 症状 が ある 方 は on た 名 
ご 参加 いた だ け ま せん 。 豊 ツア ー 中 に 発熱 風下 症状 ( 吸 の 痛み 、 防 、 倍 等 )、 味 幸 か 抗原 定量 検査 、 ま た は 1 日 前 以降 に 採取 し た 検体 に [て *[ 国 
EE 


詩 半 IH8999-C22 


2020 年 11 月 1 日 2023 年 4 月 30 日 まで と な り 、 状 況 に 応じ て 延長 する 場合 が あり ます 


o ta ツー へ へ み l 豆 澤 画 ※ 


バス 1 人 2 席 省 ノミ クニ 伊豆 高原 rg 
人 
3 


12 名 
加 新 東海 バス 同等 


呈 還 修 療 ぎ 温泉 人 15 


全 15 室 の 趣 が 異な る 
客室 は 竹林 や 庭木 に | 


2 の 000, MR 


出発 日 監 七 』26 唱 30 


] 名 古屋 (908 発 hr つつ = ティ 
(枝垂れ桜 、 大 島 楼 、 ソ メイ ヨシ ノ 、 当 議 欄 な ど が 次 々 に 咲く 桜 を 観賞 約 


同 AkyJUN 和 50 分 )= 山 の ホテ ル ( フ ラン ス 料 理 の 昼食 ) = 成川 美術 館 (21 世 紀 の 美 術 
や ず れ の 音 に 包ま を 提 本 邊 穴 た ちの 運 和 の 作 衣 を 和泊 = 湯河 原 温泉 海 ( 泊 ) 
1 おら ※15:30 到 着 予定 。 劉 弟 屋 食 に て 日 司 硬 
た 和 宿 の 料理 の = 二 
2 湯河 原 温 IE (NeeKKs の jp 〆 約 40 分 )… ミ ク 
髄 を ご 堪能 くだ さい 。 伊豆 高原 ( 新 + 豆 の 恵み を 使っ た 地 中 : = 修善 寺 虹 の 郷 ( 桜 
や 季節 の 花々 を 観賞 ノ 約 60 分 ) = 修善 温泉 醒 生 の 庄 ( 池 ※ 全 15 室 の 
計上 湯 河原 温泉 内 な 純 和 旅人 大 由 付き 衝 室 ま た は 此 天 風 員 付 き 客 に 答 
懐 に 抱か れ た 泊 。 タ 6 滋 # 1) 用 意 還 司 馬 
きり の 小さ な 1 
海 石 模 3 修 GO0 財 = 有り | の 二 で ある 名和 
100 種 以上 の 椿 が 植え られ た 庭園 が 自慢 の _ 待 月 楼 ( 旬 更 っ 7 伝統 の と †)= 久 能 山 東照宮 
宿 。 四 季 と 共に 移り 変わ る 食材 を 調理 法 や 器 (ロー プ ウ ェ イ に 乗車 し 境内 咲く 桜 を 観賞 ン ン 約 90 分 ) ニ 静岡 一 新幹線 
に も こだわ り 、 魅 力 を 最大 限 に 引き 出し た 料亭 「 こ だ ま 」739 号 薄 グ リー ン 車 一 名 古屋 (18:37 着 ) 研 屋 品 
旅館 な ら で は の 味 を お 楽し みく だ さい 。 ※ ロ ー プ ウェ イ は 、 荒 天 等 に より 運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 受 ツ アー を 実施 し ます 。 


※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


バス 1 人 2 席 


| ホテル 村 山 東京 」 と WW | 
凍 東信 人 高原 っ 層 


な Bl 東 京 


都心 に あり な が ら 6 四季 を 感じ られ る ホテ ル 


る ホテ ル 棒 山 六 東京 


洗練 され た サー ビス と 温もり ある イン テリ ア の 和 客 
室 が 、 沢 な 旅 の ひと と き を 演出 し ます 。 春 の 
ホテ ル 椿 山荘 東京 雲海 (イメー ジ ) 訪れ を 感じ る 庭園 の 散策 を お 楽し みく だ さい 。 


画 同行 国 1 名 較 12 名 (催行 決定 は 1 名 ) 圏 同乗 較 不 可 大 時 帝 産 観光 バス 同等 
1 泊 目 客室 タイ プ 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 
3 名 1 室 ひと り 10.000 円 引 


な ゼ ュ ー | 190,000 円 ] 名 Sc.oooF 交 


(部 屋 数 制限 あり ) 
3 名 1 室 ひ と り 10.000 円 引 


2 0 200,.00(0 円 名 ( 室 60.ooo 央 


(部 屋 数 制限 あり ) 

出発 日 ホ 日 監 略 12(B-4W 日 印 : 催 行 決定 

1 名 古屋 (11:36 発 ) 一 新幹線 「 の ぞ み 」12 号 鷹 グ リー ン 車 一 東京 = 増上 寺 
(東京 タワ ー が 望め る 境内 に 咲く 桜 約 40 分 ) = 千鳥 ヶ 淵 (桜の 名 所 約 


50 分 ) = 東京 ・ ホ テル 椿山 荘 東京 () 区 . t 
の フル コー ス 。 庭 園 の ライ ト ア ッ プ と 名 物 f 


※16:30 到 着 予定 。 夕 食 は フ 1 ] 
「 雲 海 」 の 美しい 帝 を お 楽し みく きい 同国 欠 隔 の 見 9 月 人 有 4 朋 


2 が @00 出 苦 ) 鶴岡 八幡 宮 ( 桜 観 賞 / 約 60 分 )= 鉢 の 木 ( 魚 を 使っ た 


人) = 湯河 原 温泉 ・ 海 友 泊 ) ※1530 到 着 予 定 剛司 馬 導 玉 届 計 湯河 原 温泉 
3 河原 温泉 100 出発) - 全 豆 高 原 和 並木 (桜の トン ネル は 正 名 約 40 一 期 一 人 る の ぉ も て な し さと っ 
分 )= 伊 豆 マリ オッ ト ホ テル 修善 寺 (洋食 コー ス 料 理 の 昼食 )= 修 療 寺 温 河原 に 生む 尼 の 人 大 石 憶 
泉 街 (竹林 の 小径 な ど 自 由 散 策 約 40 分 )= 三 島 一 新幹線 「 こ だ ま 」739 5 呈 8 
牙 グ リー ン 車 一 名 古屋 (1837 着 ) 還 叶 邊 NRON 
※1 月 1 日 現在 、 鉄道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 人 時間 行程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 。 理 。 し っ と り と 落ち 着い た し つら え の 傘 法 、 


※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 ※ シ ティ ー ビ ュ ー 客 室 、 ガ ー デ ン ビュ 素材 の 旨み を 引き 出し た 懐石 を 。 
客室 と は お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 街 並 、 底 園 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 部 屋 で す 。 


| 名 性 052-263-0085 24 www.club-t.COm 四季 の 東海 の と 


_ バス 1 人 2 席 肖 昌光 東 有 | 交 着座 の 間 | で 特別 塞 と 日 金谷 ホテ ル の 昼 逢 


」「 和 川 」=[ 中居 金谷 ホ テル | 
送還 の ネモ フィ ブフ と 足利 の 大 隊 


宮 「 持 軍 着 座 の 問 上 


の 洋 年 2 年 4 月 中 包 販 ミ 


ウラ 


ma RG552-C22 ーー 川治 温 泉 

明 が 魅せ る 渓流 沿い に 建つ 温泉 宿 
meos 160.000m ( 給 界 川治 ahーー 
HH 語 26 2 計 六 エル トド 介 

| 名 古屋 (806 人 一 新 電線 [の ぞ み 」206 耐 クリ ー ン 車 ご 東京 = 足利 ( 魚  。 克 屋 門 を くく る と 水球 が お 

理 メイ ン の 洋食 コー ス 料 理 の 量 食 )= あ し か が フラ ワー バー グ ( 約 600 表 上 の 芝 え 和 在 下 は 肖 沈 の 間 人 か 

大 藤白 藤 を 観賞 / 約 60 分 )= 中 祥 寺 温泉 ・ 中 禅 寺 金 谷 ホテ ル ( 泊 ) ROOT 


※16330 到 着 予定 。 夕 食 は 衝 降 高原 和牛 メイ ン の フラ ンス 料理 フル コー ス 日 の 究 囲 気 に 彩 り を 添え ます 。 


因 
2 中 禅 寺 温 泉 (10:00 出 発 ) = 華厳 の 滝 (日 本 三 名 爆 約 50 分 )= 日 光 金 谷 ホテ 
リル (15 っ ス 料理 の 昼食 )= 日 光 東 照 宮 (神職 
別 
因 


I 
図 


中 禅 寺 温 泉 


自然 を 満席 し リゾ ー ト ステ イ を 楽し む 


中 禅 寺 人 金谷 ホ テル 


100 年 以上 の 歴史 に 裏付け られ た 伝統 の 味 
を ご 提供 。 奥 日 光 湯元 か ら 湧 き 出る 豊富 な 湯 
を ひい た 露天 風呂 を ご 堪能 くだ さい 。 


また は 巫女 が 境内 を ご 案内 。 通 常 は 入室 で き な い 「 将 軍 着 座 の 間 ] で の 特 
祈 守 合 わせ て 約 90 分 )= 川 治 温泉 ・ 界 川治 ( 泊 ) ※16:00 到 着 予定 開 属 
3 川治 温泉 (900 出 発 )= 笠 間 ・ モ ン ラ パン (茨城 の 最高 級 和牛 ブラ ンド 「 常 
陸 和 牛 」 の 昼食 )= 国 営 ひ た ち 海 浜 公園 ( 約 450 万 本 の ネモ フィ ラノ 約 60 分 ) 
= 東京 一 新幹線 「 の ぞ み 」105 号 引 グ リー ン 車 一 名 古屋 (20:56 着 ) 紅屋 日 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 ・ 発 交 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 花 の 
見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。※ 界 川治 の 客室 の ベッ ド は ロー ベッ ド に な り ま す 。 


9 ホテル 伴 山 売 詳 


総 景 の 量 士 花 め ぐり あ 
詳 uum 


中 
1300 余 年 の 国 雲 館 
の 実 昌 
名 将 ・ 文 人 に 愛 きれ 続 け て きた 秘 
湯 の 名 宿 で は 、 加 温 ・ 加 水 の な い 源 泉 を バ 
の 見 二 征 4 中 名 こ 5』 ト 名 還 議 NM 使用 。 野 天風 呂 ・ 展 望 大 浴場 な ど 趣 の 異 直言 
2 こし こ 2 な る 0 種 類 の お 風 員 お 楽し みく だ さい 。 較 雇 計 芝 


コー ス 番 号 RG571 -C22 画 同行 国 1 名 に 國 同 乗 較 不 可 


大 多 計 吉 十 急行 同 


2 一 3 名 1 室 060 

人 行 代金 (お ひ と り ) 170,.000m-180,000m 人 
出発 日 監 証 』 7( 昌 9W.10(M-⑫ 合 日 無印 170.000 円 、 〇 印 180.000 円 
] 名 古屋 (8:38 発 ) 王 新幹線 「 こだま 」706 号 散 グ リー ン 車 一 三島 = 箱根 ホテ 


"IP 


球 | * モ フィ ラ の 見 頃 : 例 年 5 月 上 名 6 旬 中 旬 


都 公 ル (洋食 コ ー ス 料理 の 昼食 )= 山 の ホテ ル ( 約 45.000 坪 の 大 庭園 に 咲く 約 

3.000 株 の ツツジ と 約 300 株 の シャ ク ナ ゲ ノ 約 60 分 ) = 山中湖 ・ 花 の 都 公園 

人 線 和 aug emWeoisrme2EAmWe (富士 山 を 背景 に 咲く ネモ フィ ラノ 約 50 分 ) = 富士 山 温泉 ・ ホ テル 鐘 山 苑 
5 を 園 は 、 草 花 が 々 の 泊 ) ※16:30 到 。 露 天 室 「 迷 里 」 に 和 宿 

移ろい ⑫ く 四季 を 感じ る 富士 山 の 見 え 2 温泉 旅館 + ュ 呈 上 吉 天 風呂 (地上 約 95m) か っ EE 

を ボブル 鐘 山 人 ら の 富士 山 の 眺 望 は 絡 景 で す 。 8 fhL 12 2 海 晶 工 1 1 如 L 1 の 

水池 プ 約 60 分 )= ほ うと う 蔵 歩 成 (名 物 ・ ほ うと う の 恒 食 )= 富 士 本 栖湖 リ 


ゾー ト ( 完 雪 の 富士 山 と 芝 桜 の 絶景 プ 約 80 分 )= 西 山 温泉 ・ 慶 雲 館 ( 泊 ) 
※16:00 到 着 予定 。 夕 食 は 「 甲 州 生 」 の 溶岩 焼き な ど を 含む 会 席料 理 感 司 了 
3 西山 温泉 (930 出 発 )= 清 水 港 …〈 冠 雪 の 富士 山 を 眺め る ミニ クル ー ズ 
約 15 分 ) 三保 港 = 三保 の 松原 (富士 山 を 望む 世界 遺産 の 景勝 地 プ 
約 40 分 )= ホ テル グラ ン ヒ ルズ 静岡 (鉄板 焼き の 昼食 )… 静 岡 一 新幹線 

「 ひかり]」517 号 嶋 グ リー ン 車 王 名 古屋 (17:01 着 ) 覇 属 口 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 "発汗 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 
に より 多少 前 後 する 場合 が て ざい ます 。※ 富 士 山 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 。※ ク ルー ズ 船 は 荒天 等 に より 
運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。※3 日 目 の 昼食 は 13:30 頃 か ら の 遅 め の 時 間 と な り ま す 。 


D 固 可 の 場合 : 1 名 参加 の お 客 様 は 男女 別 相 部 屋 と な り ます 。 1 人 1 部 屋 の 手配 も 可能 な 場合 は 、 割 増 料金 を 表示 2 か か KC の 二条 の お 2 を CS 
※ 写 真 は すべ て 1 名 参加 の お 客 様 へ し て いま す 。 客 室内 は 禁煙 で す 。 固 不可 の 場合 : 屋 を す 。 コ ー ス に より 割増 : いた だ きま す 。 催 行状 況 の ご 確認 は 弊社 イン ター ネッ ト に て お 願い いた し ます 。 

イメ ー ジ で す デ 料金 が 必要 な 場合 は 、 金 額 を 表示 し で いま す 。 ※ 最 少 受付 人 員 が 2 名 以上 の コー ス で は 、1 名 で の お 申し 込み お イン ター ネッ ト が ご 利用 いた だ け な い 方 は 、 お 手数 で す が 弊 社 コー ル セ ンタ ー ま 
ン よび 相 部 屋 の 希望 は お 受け で きま せん : で ご 連絡 を お 願い いた し ます 。 


町 リソー ト 「 界 出雲 「 


ー 界 出雲 回 天 風呂 

朝日 は 気象 条 体 等 に より 見 つれない 場合 が ご ざい ます 。 
詳 晶 個 測 宏 ひ の みさ き 温 朱 出家 神話 が 残る 日 御 礎 に 人 む 温 泉 旅館 日本 海 を 曹 も 温泉 】 
日本 海平 線 を 草 む 温 泉 宿 に 克 き 、 和 モダ ン な 空間 で 次 沢 な びと と き を お 過ごし くだ きい 。 


生 ピ 29 年 秒 関屋 | ※ お 部 屋 に 内 風呂 は ざい ませ ん (シャ ワー ブー ス の み と な り ます )。 
ee 2022 年 秋 大 溢 場 に て お 楽し みく だ さい 。 


悠久 の 時 を 感じ る 出雲 大 社 参拝 


コー スィ 番号 RG668-C22 男 同 行 団 1 名 固 12 名 (催行 決定 は 1 名 ) 匿 同乗 較 不 可 


「 石 見 神 拉 」 の こ 地 楽 も ね お 楽しみ 


出雲 大 社 の 神 1 寺 ーー g3 日 本 交 通 同 等 
er asmicuc | 較 較 要 y/ spo 100, le UN Ph 


出発 日 騙 衣 1①( ホ 25( 旧 日 画 欠 行 決定 生還 
1 (で 2526 ひかり 533 リー ン ポ ーー 和 る 
く $」・ 指 定席 一 米子 = 足立 美術 館 (庭園 が 見 事 な 美術 館 約 120 分 )= 


玉 人 温泉 ・ 人 区 皆 美 () 
※16:30 到 着 予定 。 和 会 席 の 夕食 な ど お 楽 し みく だ さい 還 后 思 
円 ゝ 生日 

雪 昌 玉 佑 温 朱 - 2 温泉 (1C00 財 = 人 入社 美 (紀美 家伝 の 
間 リー まれ る 省 湯 に 覧 = 佐 太 神 社 (縁結び と 縁切り で 有 名 な 社寺 ン 約 40 分 = 日 御 神 社 
(80 分) こ 出 時 ひ の み で き 温 泉 . 出 圭 () ※1600 列 予定 。2022 
! 佳 3 主 挙 多 白 皆 美 年 秋 開 業 の 旅館 。 季 節 の 会 席 の 夕食 を お 楽し < 國 岩 北 
人 大 3 出 笑 ひ の みき 温和 朱 500 出先)= 内 大 社 ( 和 内 人 付 で 参 皇 / 約 90) 
他 康 の 温泉 旅館 。 穫 が な な 地元 = 出雲 市 (洋食 理 ) = 松江 一 特急 「 や くも 」. 指 定席 一 岡山 一 新 
5 計 “ー た お 特 理 と し い 放 還 を 結線 [のぞみ 」2 紀 蛋 グ リー ンー 名 古屋 (1834 半 ) 日 

2 誠 ご ゆっ くり お 押し みく だ きい 。 ※1 月 1 日 現在 鉄道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 発汗 時 間 . 和 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


才 岐 の 自然 と 歴 一 
| 壱岐 の ウニ | と 旬 の アソ ピ 誠 
天野 リ トリ ー ト ト 海里 村上 連 泊 


和志 岐 全 12 室 人 E オ 
Ace を 愉し む 宿 = 
腔 岐 リ トリ ー ト 涯 里村 上 
全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の 源泉 候 天 風呂 付 に 改 状 し 、 自 
2020 年 春 リ ニュ ー ア ルオ ー プ ン 。 修 久 の 歴史 を 感じ る 


美しい 海 の 絶景 、 新 鮮 な 海 際 の 幸 、 金 色 に 煙 く 天然 較 議 | = 
温泉 を お 楽し みく だ さい 。 


※ オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 と は お 部 屋 (ベラ ンダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 右 め て いる 客室 で す 。 


2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 


290,000mm-300.000m 


無印 290.000 円 、 〇 印 300.000 円 
3~4 名 1 室 ひと り 10.000 円 引 、1 名 1 室 40.000 円 増 ( 部 屋 数 制限 あり ) 


280.000m-290.000m 


、 〇 印 29 
3~4 名 1 OU 0 1000 有 引 1 名 1 守 40 000 由 (居り) 


出発 馬橋 123%29 有 日語 12 骨 .⑳⑲4 


クタ 朝 ^ ンー ズム 帳 多 の 基 還 


況 ! 700 年 以上 の 伝 
は ご 用 意 で き な い プ 5 統 を 誇る 神事 芸 ] 中 部 (1100 一 13:00 発 ) 必 福岡 = ウッ シー 530 の = 博多 港 ( ジ ェ ッ ト 


場合 が あり ます 。 ==、 こ 
その 場合 、 そ の 日 8 ン 能 。 営 2 枚 の 狭い 
獲れ た 新鮮 な 刺 『s ~ 4 計 ア 。。 場所 で 舞 わ れる 旧 
身 を ご 提供 いた し 還 史 人 き > の =s 錠 、 神聖 な 舞い を お 
= 楽し みく だ さい 。 写真 提供 :( 一 社 ) 索 岐 市 観光 連盟 


フォ イル ) 壱岐 郷ノ浦 港 = 壱岐 ・ 壱 岐 リト リー ト 海里 村上 ( 泊 ) 
NEC 生ま て お 過ごし くだ さい 。 夕 食 
4 ご 用 意 日 日 図 
老 岐 (930 出 玩 こ 湖 内 跡 ( 5 勝地 ノ 約 80 = ー 辰 / 島 遊覧 ( ( 半 
の 爺 き 通る よう な 青い 海 や 絶 三 ・? 奇岩 を 満喫 約 40 分 ) = 壱岐 ( 索 

食 ) = 壱岐 の 蔵 酒造 = 左京 鼻 = は ら ほ げ 地 蔵 (お 腹 に 火 が ある 地蔵 欄 / 交 
10 分 ) = 住吉 神社 (壱岐 神楽 鑑賞 )= 壱 岐 ( 連 泊 ) ※16:00 到 着 予定 古 賠 較 
壱岐 (900 出 発 )= 一 支 国 博物 館 ( 古 代 の 一 支 国 の 姿 が 学べ る 博物 館 約 
60 分 )= 原 の 辻 遺跡 ( 約 20 分 )= 岳 の 辻 展望 台 ( 島 の 最高 峰 か ら 望 むれ パノラマ 
グ 約 20 分 )= 郷 ノ 浦 町 ・ WP ま 「 と ら か ぐ 」 の 工 多 施設 を 見 学 プ 約 30 分 ) 
= ピュ ー ホ テル 壱岐 ([ と ら ふく 使っ た 和食 )= 壱 岐 芦 辺 港 へ (ジェ ッ ト フォ 
イル ) … 博 多 港 = 0 福岡 中 部 (1900~20:30 着 ) 悦 日 


※1 月 1 日 現在 、 航 空 ダ イヤ が 未定 の た め 、 便 名 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ※ 遊 臣 
船 、 ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル は 、 荒 天 時 に より 運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。 


了 


99) 


写真 提供 :( 二 社 ) 長崎 県 観光 連盟 


ツア ー を 運行 する バス 会 社 の 指定 が な い コー ス に 劉 バ ス 会 社 の ご 確認 は WEB で EYE く た め に 、「 ク ラ 行 ガ イド の ょ は WEB ら 
うき まし て は 、 弊 社 ホ ー ム ペー ジ の | 利用 バス 全社 ーー ニー 人 昭 は WEB で ー リ ズム 安全 運行 ガイ ドラ イン を 制定 し 同 基準 に 基 ーー 守 行 ガイ ドラ イン の 詳細 は WEB で  ※ 写 真 は すべ て 
一 覧 | に 掲載 され て いる バス 会 社 を 利用 し ます 。 | クラ ブツ ー リ ズム バス 会 社 一 覧 左記 うま 、 人 画 、 仕 入手 配 並 びに ツア ー を 実施 し て わり ます 。 | クラ ブッ ツーリズム 安全 運行 イメ ー ジ で す 


) | 提 半 間 | で 特区 人 お 7 ル OB 


生 9 草津 温泉 「 湯 宿 季 の 庭 」 
別邸 仙 寿 應 3 


mt ERR SN 
湯 め ぐり の で きる 和 宿 湯 答 季 の 庭 = 


日 本 三 名 泉 ・ 草 津 温泉 に 2 つの 源泉 を 持ち 、 開 放 的 な 赴 陳 


2 泊 目 客室 タイ プ 9 室 旅 行 代 金 ( お ひと り ) 天 、 貸 切 風呂 な ど 23 の お 風呂 を 宿 に 居 な が ら 楽 し め ま す 。 
に 1 名 1 室 50.000 円 増 旬 の 食材 を 使っ た お 料理 も 絶品 で す 。 
和室 200,000 ( 計 続編 あり) 計 


RG5oo で 2 」 
出発 日 匠 語 IP4 日 本 1 7 は 日 印 代 行 決 の 人 間 の 省 容 別記 仙 寿 庵 を で 


= ー ik トー ン 本 部 パリ 。 ホ テル と レス トラ ン の オー ナー が 加盟 する 人 営利 
1 導 NO8 一 和 | し な の ]5 号 紛 グ リー ン 車 一 松本 = 松本 (名 物 ・ 信 PET 


州 3 ) = 草津 温 泉 ・ 湯 宿 季 の 庭 ( 泊 ) 5 [2 
川 の ヽ に 任 な 

※1530 到 着 了 定 。 全 衝 温 艇 大 風呂 付 の 湯 答 宿泊 。 湯 治 場 と し て 長 PC も : 
い 歴史 を 持つ 日 本 三 名 泉 の 名 湯 で お 宙 ぎ くだ きい 層 に 


還 Sg 3 露天 風呂 で は 、 四 季 折々 
2 草津 温泉 (ゆっ くり 10:00 出 発 ) = 伊香保 ( 名 物 水沢 うど ん の 恒久 )= 竹 久 夢 の 谷川 病 の 大 自然 を 倍 
二 伊 香 保 記念 館 ( 大 正 ロ マン あふ れる 夢 二 の 作品 と アン ティ ー ク オル ゴー ル 景 に 家 ぎ の ひと と き を お 骨 上 


の 演奏 ン 約 60 分 ) = 谷川 温泉 ・ 別 邸 仙 寿 庵 ( 泊 ) ※15:00 到 着 予定 。 名 具 ・ 


ご し いた だ け ま す 。 
谷川 岳 を 借景 に 渓流 沿い に 侍 む 全 18 室 の 名 和 宿 。 全 室 に 源泉 か け 流し の 赴 


中 を 億 え 、 お 部 屋 か ら も 合川 を 一 党 で きま す 放 な 宜 を クリ テレ た 必 日 交 各 明記 
個 ーー アド SU エ ・ シ ャ トー」 の メン バー で も ある 日 光 来 尿 ぎ [8 定 半 理 町 
美食 の 宿 で 、 地 元 の 食材 に こ だ 』 を ご 蓄 くだ さい 問 思 議 較 直人 用 の [半生 

3 合川 上 900H 計 = 日 金谷 ホテ ル ( 還 和牛 の ビ ー フ も こい ュー 和則] に て 和 
コー ス 料 理 の 生 人 日光 東明 ( 神 騰 また は 友 婦 が 境内 を ご 案内 。 通 (el 
は 入 宰 で き な い 「 折 着座 の 間 」 で の 特別 祈 指 ノ ご 案内 と 合わ せ て 約 90 分) ーー 和光 
= 東京 一 新幹線 [の ぞ み 」257 号 グ リー ン 車 一 名 古屋 (2125 着 ) 世 屋 SF と 者 

※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 * 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ー = 


※ 合 川 岳 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 


計上 、 バ ス 1 人 2 席 省 日 本 海 の 美食 と 越後 「 
周 %| 大 折 玉 せな み の 湯 ] 語 軸 論 
"月間 泉 | 白 玉 の 湯 革 必 庫裏 は / 


09 証 月 岡 温泉 2H 昌 
4 ま 放 昌 設 白玉 の 湯 華 風 


旋 約 6.000 坪 の 庭園 に FPN 2 KS 
の ひと と き を 。 自 慢 の 赴 天 風呂 を 始め 、 効 能 豊 か 世 ーー we 
ム 有 下 分 に ど 居 了 8Sy、 の と くろ 理 ( イ メー ジ ) 人 


明 瀬 波 温 泉 大祭 


行 園 1 名 圏 12 名 (催行 決定 は 1 名 ) 國 同 乗 囲 不可 
誤 新 潟 交通 同等 


首 た な 海 と 半 き 々 演 [ ガ さ モ y 目 室 て 室 
人 大 な 導き タ 請 大 観 E せな み の 湯 科 欄 aep 158.000 由 作り 
目 本 海 の 絶景 を 愉し め る 波打ち 際 の 名 旅館 。 静 疲 出発 日 | 2 月 | 沙 日 攻 加 』 1 5 日 画 印 : 侍 行 決定 
| ロ 守 で お 楽 4 
ーー 写 人 仙 天風 中 全容 省 で お 入 し みく だ きい > 小牧 県 営 名 古屋 (805 発 ) ナ FDA371 便 新潟 = 保田 ヤス タ ヨ ー ク ル 
ト ( 工 場 見 学 ・ 買 い 物 約 30 分 ) = 小崎 屋 総 本 店 (名 物 ・ へ ぎ そ ば の 昼食 ) 


= 旧 齋 藤 家 別 邸 ( 新 潟 三 大 財閥 の 一 つ に 数 えら れる 豪 ほ 農 の 別荘 ノ 約 60 
分 )= 瀬 波 温泉 ・ 大 観音 せな み の 湯 ( 泊 ) ※1530 到 着 予定 。 日 本 海 に 沈 
DR グロ を 当 AURCR 引 で NRN 計 昌 の 性 夫 屋上 生 福 層 訂 朋 。 記 2 
和牛 オ 席料 理 日 同 因 
肖 Ab っ COiomi PE (上 (4 の 55 地区 を 自由 散策 / 約 60 
分 )… 能 登 新 ( 老 け 上 争 = 北方 文化 博物 館 ( 越 後 
随 一 の 衣 護 の 館 。 才 らし と 芸 < が 中 つく な 書 衝 0 分 )= 月 岡 温泉 ・ 白 
玉 の 湯 Ret. 美 ) 890 の の 和朗 8 
ぎく だ さい 。 夕 食 は 個室 1] で 新潟 和 邊 と 9 理 を 含む 会 席料 理 較 属 了 
3 月 剛 温 (の っ <DIO00H25 ET 5 を 月 参拝 / 約 60 分) = 新 
油 ( 旧 ぶり 10 な 司 の 昼食 )= 今 代 司 酒造 (1767 年 創業 の 歴史 
ある 酒造 40 分 = 白 油 DA370 人 5 ト 析 県 営 名 古屋 (1845 着 ) 織 悦 日 


※「 大 観 六 せな み の 湯 」 の 天然 温泉 は 加水 が あり ます 。 
※3 日 目 の 昼 食 は 13:30 頃 か ら の 遅 め の 時 間 と な り ま す 。 


ト つ 


多 お 部 屋 は ベッ ド の 客室 また は 温泉 風呂 * 忠 天 風呂 等 を 備え た 寛ぎ の 客室 を ご 用 意 
多 食 事 は イス ・ テ ー ブ ル 席 ま た は お 部 屋 食 で ご 用 意 
っ だ た 国 移動 中 の 休憩 時 間 は 90 分 マ 長い 距離 は 歩き ON メイ ン 観 光 地 で の 見 学 宿泊 施設 で の 滞在  、 と R 
( に 1 回 (目安) お 取り し ます 兄 」 (時 0 ませ ん (1 昌平 均 (9 時 間 が 当社 通常 コー ス 滞在 時 間 が 17 時 間 以上 Si 
7 対象 コー ス RG5556(P7) お 約 東 ぐ ゆ と り の 行程 の | 上行 2 時 間 以 内 ) の 1.5 倍 以上 ( 目 宏 ) 。 ( 安 ) ジ 


E 朱 


條 能登 島 と - 七 ) 必 西 湾 を 望む 海 の 温泉 宿 


導 加賀 必 別 邸 松乃 


事 処 
前 田家 ゆか り の 茶室 の ある 庭園 や 輪島塗 、 九 谷 焼 加 |。 バ ー ーーーー… 
損 友 禅 、 金 符 な ど 加賀 の 伝統 美 で 統一 され た 館内 は | * 温泉 湯 め ぐり - 
美術 館 さ ながら 。 上 質 な お も て な し で 最上 級 の 寛ぎ を 。 


スリ 人 の 


H お 灯 さき な だ け お 楽し みい た だ け 計 細 


(夕食 朝食 時 の お 飲物 
(ドリ ンク ・ お 夜食 
・ (加賀 屋 グ ルー プ 旅館 
※ 一 部 特別 な も の 、 休 和 館 日 は 除く 


は し 


能登 の 名 宿 歴 史 ある 砂 湯 に 寛ぐ 


0 ンジ 2 


較 同行 国 2 名 固 12 名 國 同 乗 固 不 可 大 @ 謀 北日本 観光 同等 


約 450 年 の 歴史 を 持つ 秘 湯 の 和 宿 。 能 登 半島 の 最 先 敵 


1 泊 目 客室 タイ プ 旅行 代金 (お ひと り ) 


2 字 1 70.000 ロ 
守 ” 180,000m 
等 "200,000m 
き 220.000m 


コー ス 番 号 


和室 


四 大 風呂 また は 
半 寺 天風 呂 付 客室 


離れ 
露天 風呂 付 
波 の 音 半 露 天 
風呂 付 ス イー ト 


白目 * 温 
証し が 浦 温泉 に 建ち 、 日 本 海 の 絶景 を 一 望 す る こと が で きま す 。 廊 ミド ライ ブウ ェ イ ン 2 1 よし が 温泉 ラン 2 
シン の 尋 で 志 こ om 下 、 食 事 処 、 風 呂 な どの そこ か し こ に ラン プ が 灯り 、 幻 着 予定 。 タ 日 日 因 
ao ルク の 答 想 的 で ラグ ジュ アリ ー な 時 間 を お 愉し みい た だ け ま す 。 2 ょ し が 0W 温 ま (1000 員 2)= すず 天 田村 (500 征 の 歴史 を 持っ 伝統 の 製 


外観 


塩 を 見 物 プ 約 30 分 )= 
道産 の 絶景 約 20 分 ) = 輸 島 (年 食 )= 2 約 30 
分 )= 和 廊 温 泉 ・ 加 貨 屋 別邸 松乃 碧 ( 泊 ) ※1530 到 着 予定 


曽 々 林海 岸 (車窓 見 学 )= 白 米 の 千 枚 田 (世界 農業 
机 研 攻 


3 テキ テキ ーー "し くだ さい 。 ご 
温泉 街 で の 七福神 めぐ り に ご 案内 プ 「 プ ロッ サム 」 に て 洋 
ep 和倉 温泉 特急 「 能 登 か が り 火 」6 号 

王 特 急 「 し ら さ ぎ 」12 号 衣 グ リー ン 車 一 名 古屋 (17:49 着 ) 


IE 
の =〈 ホ 
. 沸 3 王 金 
図 司 司 


※1 m 語 鉄道 ダイ ヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


リー 
離れ の 宿 


ユエ < 者 RG675-C22 


人 事 和沙 


雲仙 温泉 5 


男 同 行 国 1 名 圏 12 名 困 同 乗 固 不 可 
友 昭和 バス (昭和 自動 車 ) 同 等 


他 広大 な 敷地 に 14 棟 の 離れ 


2 一 8 名 1 室 


旅行 代金 (お ひと り ) 260,000 


1 名 1 室 50.000 円 増 ( 部 屋 数 制限 あり ) 


出発 日 臣 』29( 日 防 四 13( 月 日 


享 半 水 慮 


| 名 古屋 (932 発 ) 王 新幹線 「 の ぞ み 」13 号 グ リー ン 車 王 博多 = 御船 山 楽 
園 ( 約 15 万 坪 の 庭園 に 咲き 誇る 約 2.000 本 の 桜 約 60 分 )= 嬉 野 温泉 ・ ハ 
『 予 定 。 美 肌 の 湯 と 知ら れる 温泉 。 夕 食 


を 7 ※16:00 到 着 


タリ ア 料 理 を ご 用 間 
/ オイ と モ 尽 、 


日 日 較 


ト っ 


プ 料 } 用 の ) 


ル モ ン トレ 長崎 (イタリ 


時 素 
『 
洗 
S 
区 中 
剖 
史 
な 
選 】 
Wa 
まさ 
と 
は 
OK ※ 
頒 


痛 野 温 (eO0H 発 )= 大 村 公 園 則 本 きく ら 名 所 100 選 区 50 分 )= ホ テ 
* 食 )= 大 浦 天主 堂 (「 信 徒 発見 ] の 舞台 

と な っ た 世界 遺産 の 教会 約 60 分 )= 雲仙 温泉 ・ 旅 亭 半 水 慮 ( 泊 ) 

※1600 半 半生 Vn HE 1 


アー 生 ー と 


' 画 呈 み 


3 雪 仙 温泉 (930 出 発 ) = 島原 港 ー 
[ 有 


〈 フ ェ リ ー〉… 熊 本港 = 城 見 梅 (あか 邊 
)= 熊 本 城 (名 城 と 桜 の 競演 ノ 約 100 分 )- 博 
多 一 新幹線 「 の ぞ み 」60 号 廊 グ リー ン 車 一 名 古屋 (21:35 着 ) 


回 司 国 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 * 発 着 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 
※ フ ェ リー は 、 荒 天 等 に より 運休 に な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 
※「 日 本 さく ら 名 所 100 選 」 は 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 選定 。 


、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。 


棟 の 離れ が 点 在 し て いま す 。 日 本 庭園 を 眺 
め な が ら 味 わ う 料 理 は 格別 で す 。 長 い 歴史 | 
を 持つ 守 仙 温泉 の 名 湯 も お 楽し みく だ さい 。 固 


約 6.000 坪 の 広大 な 敷地 に 、 数 寄 屋 造り の 14 思 


l 唐 洲 野 温泉 


美肌 の 湯 「 嬉 野 温 泉 ] の 丘 の 上 に 


NN ミルト ン ギ 礼 志 困 


肌 が つる つる に な る と 
いう 美肌 の 湯 で ご ゆっ 
くり と 。 懐 かしい 牙 郷 
に 居る よう な 寛ぎ を モッ 
トー に 、 客 室 、 料 理 、 お 
も て な し すべ て に 寛 ぎ 
を 追求 し て いま す 。 


つ リ ゾー ト ホ テ ル 


国内 募集 型 企画 旅行 ご 旅行 条件 (要約 ) 
お 申し 込み いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 
ど ご 旅行 条件 に つき まし て は 、 下記 条件 の ほか 、 コ ー ス ご と に 記載 され て いる 条 
作 放 行内 (パン フレッ ト 確 半面 ( 旅 の し わり) お よび 当 福 生生 弥 
(募集 型 企画 旅行 契約 の 部 ) に より ます 
〇 旅行 の お 申し 込み お よび 契約 の 成立 時 期 
(1) 当社 は 電 放 、 和 便 、 フ ァ クシ ミリ ムイ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 に よる 
行 契 約 の 予約 の 申し 込み を 承り ます 。 
1 の 動物 アレ ルギー の ある 方 、 身 体 障害 
助 大 を お 連れ の 方 、 そ の 他 特別 な 還 護 必要 と する 方 は 、 お 申込 


消 料 を 申し 受け ます 。 


取消 料 (お ひと り ) 
宿泊 付き 旅行 | ロ 昌 り 
旅行 


2 電 く | バス 旅行 
20% 一 一 
20% 
20% 


国内 旅行 取消 日 区 分 


20 日 目 ~15 日 目 
朋 | 14 日 目 11 日 目 
10 日 目 ~8 日 目 
7 日 目 -2 日 目 


20% 
20% 
30% 


20% 


あの 際 に 必ず お し 
(9 和合 の ご 信行 和 H の 21(H り 生日) まで 
に 全額 を ご 入金 くだ さい 。 _- 

(4 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 また は 旅行 代金 全額 を 
受理 し た と き に 成立 する も の と し ます 。 | クレ ジッ トカ ー ド | の 場合 は 、 当 社 が 
契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が 到達 し た 時 点 で 成立 し ます 。 

〇 旅行 代金 に 含ま れる も の 

旅行 和 に 明 天 した 軍 拓 補 の 軍人 料金 、 食事 代 光電 

料金 、 添 乗員 同行 コー ス の 必要 経費 等 。 上 記 諸 利 用 は お 客 様 の ご 都合 に よ 

り 一 利用 きれ な く て も 状 い 記し は いた し ませ ん 。 

〇 お 客 様 に よる 旅行 契約 の 解 除 ・ 払 い 戻し 

旅行 約 成立 後 、 お 客 様 の ご 都合 で 契約 を 解除 きれ る と き は 、 次 の 金額 の 取 


事前 確認 の 2 
ご 協力 の お 願い | 288 に ムー ス に 


リズ ム で は 、 安心 し て ツア ー に ご 参加 いた だ ける よう 、 ご 旅行 の お 昌 
ご 住 所 ⑲ 性 別 ⑨ 生 年 月 日 また は 年 齢 ニー ご 家族 等 の 緊急 時 の 連絡 先 事前 ( 
ご 予約 いた だ け ま す 。 ご 協力 を お 願い 申し 


し 40% 
旅行 開始 日 の 日 の 集合 時 間 ま で 50% 
旅行 開 始 後 の 取消 ま た は 無 連絡 不参加 100% 


重信 旅行 開始 日 ・ コ ー ス の 変更 は 取消 と みな され 、 取 消 料 が か か り 


※「 夜 行 日 帰り 旅行 ] は 「 日 帰り 旅行 ] と し て 扱い ます 

※「 バ ス 旅 行 ] と は 、 主 要 な 交通 機関 が バス 利用 と な る 旅行 に な り ま す 

※ 航 空 人 
する 、 ま た は 貸切 船舶 利用 する 国内 募集 型 企画 旅行 は 、 取 消 料 が 異な 
本人 R0 量 2 
ご 確認 くだ さい 


前 日 


し 込み 時 に 次 の 内 容 を お 伺い し ます 。 ご 


〇 旅行 開始 前 の 当社 に よる 旅行 契約 の 解除 及び 払い 戻し 

お 客 様 の 人 数 が 、 最 少 催行 人 員 に 達し な か っ た と き は 、 旅 行 開始 日 の 14 日 前 
(日 帰り は 4 日 前 ) ま で に 旅行 の 実施 を 取り 止め る 旨 を ご 連絡 し 、 す で に お 支 
払い いた だ いて いる 旅行 代金 全額 を 払い 戻し て 、 旅 行 契約 を 解除 し ます 。 

〇 お 客 様 の 責任 5 間 縛 _ 
お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に 、 契 約 書面 に 記載 され た 旅行 サー ビス に つい て 記 
載 内 容 と 異な る も の と 認識 し た と き は 、 旅 行先 で 速やか に 当社 また は 旅行 サー 
ビス 提供 者 に その 旨 を 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 

〇 特別 補償 _ 

当社 の 責任 が 生じ る か 否 か を 問わ ず 、 2 
め る と ころ に より 、 お 客 様 が 旅行 参加 中 に 偶然 か つ 急 激 な 外来 の 傷害 事故 
に より 、 そ の 生命 、 身 体 また は 竹生 物 の 上 に 後 られ た 一 定 の 損害 に つい て 、 あ 
ら か じ め 定 め る 額 の 死亡 補 人 金 、 後 導 障 害 補 億 金 、 入 院 見 舞 金 、 通 院 見 細 
金 お よび 携行 品 損害 補償 金 を 支払 いま す 。 


〇 旅程 保証 

当社 は 別途 定め る 契約 内 容 の 重要 な 変更 が 生じ た 場合 、 旅 行 代 金 に 「 規 定 
の 率 」 を 乗じ た 額 の 変更 補償 金 を 旅行 終了 日 か ら 30 日 以内 に 支払 いま す 。 

〇 お 客 様 の 個人 情報 の 取扱 に つい て 

お 客 様 か らい た だ く 個 人 情 幸 の 取 角 に つい て は 、 旅行 お よび 当社 の 各 
種 サ ービス に 利 きせ て いた だ きま す 。 詳 細 は クラ ブツ ー リ ズム の 
ホー ムペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 

https://Wwww.club-t. 007000 information/function/covenant/privacy/ 


寺 和 和 事前 に お 衣 べ の うえ ち 和 語 。 ※ 写 真 は すべ て 


イメ ー ジ で す 


| 
mW 還 音 近 音 | 別邸 5 人 


ULLu 


mez 多 島 美 チ ャ ー タ ー ク ツ 尊 多 4 
諾 還 証 幸 の 浦 温泉 


き ざ 波 と 風の音 に 抱か れる 湯 宿 


洒 邸 吉 音 近 音 


(111TTT IITI 
mm I 


客室 は すべ て 露天 風呂 付 。 波 の き さ や 全 
き な ど 心地 良い 音 に 包ま れ 静 か な 時 間 
を お 愉し みく だ さい 。 


江 氏 遠近 斉 ロビ ニ 


首 仙 沼 太 SKKZGES3 王 還 EN 目 用語 


1 イプ 旅行 代金 (お ひと り ) ) 
ンー 2 ま 200.000 條 美しい 感性 が ゆき と どい た 癒し の 湯 宿 簡 、、、 ) 
2 和 ーーー 
(デッキ 含め 約 39m) MV た 別邸 臓 月 夜 
温泉 吉 天 風呂 付 
グレ ー ド アッ プ 客 室 | 2-3 名 1 室 り 1 (),()()0 由 室 は 、 リ ビン グ や テラ ス kc / 
ピン (デッキ 含め 約 52m) の 覚 ぎの スペ ー ス の 交 杯 計 黄 (| 
出発 日 騙 』/ 旧 日 記 語 』 1 1 日 4 計 9 昌 日 且 催 外 に 美しい 庭 を 望み ま 


| 名 古屋 (11473 生生 Pe [内 拉 す 。 灯 り と 影 の コン トラ スト 
送迎 車 プ 約 30 分 〉= 団 の 浦 温泉 ・ 洒 邸 遠 音 近 音 ( 泊 ) ※15:30 到 着 予定 。 や 意匠 に こだわ っ た 空間 
各自 輌 の 浦 自 由 散策 を お 楽し みく だ さい 日 日 図 "を お 愉し みく だ きい 。 

2 病 の 浦 温泉 (900 出 発 )… 靖 の 浦 港 へ 〈 瀬 戸 内 多 島 美 チ ャ ー タ ー ク ルー ミー 
ズ ノ 大 三島 旅館 茶 梅 ] に て 魚 料理 の 昼食 御手 洗 町 並み 保存 地区 zh ーー 
を 散策 昼食 観光 含め 約 5 時 間 ) 今治 港 = 道後 温泉 ・ 別 邸 臓 月夜 広島 県 し ーー 区 に 
( 泊 ) ※1600 到 着 予定 。 露 天風 呂 付 客 室 を ご 用 意 ニー 

3 道後 温泉 (10:00 出 発 ) = 坂 の 上 の 雲 ミ ュー ジア ム (司馬 譜 太 郎 氏 の 小 
RA 雲 ] を テー マ に し た ミュ ー ジ アム ノ 約 40 分 ) = レス トラ ン 門 
田 ( 洋 食 の 昼食 ) = 岡山 一 新幹線 「 の ぞ み 」42 号 玉 グ リー ン 車 一 名 古屋 
PES 司 園 


※1 月 1 日 現在 、 鉄 道 ダ イヤ が 未定 の た め 、 列 車 番号 * 発 革 時 間 ・ 行 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 し まな み 海 道 (イメ ー ジ ) 
※ チ ャ ー タ ー ク ルー ズ は 悪天候 に より ルー ト 変更 また は 欠航 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


温泉 露天 風呂 付 客室 
re 別 氏 うら ら 」) 連 泊 1 


隊 語 岩手 県 北 自動 車 同等 
2 一 3 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 


180.000 靖 張 の 
200.000 遇 隊 の 


他 記 間 目 つ な ぎ 温 泉 


に ニュ 
de する 至福 の 宿 全 9 室 


を 9 守 ホテ ル 大 観 別邸 う 65| 


ーー す 1hHeDT 望 する 露 
呂 付 。 美 肌 の 湯 と し て も 人 気 の 高い 源泉 掛け 流 
し を いつ で も ご 堪能 いた だ け ま す 。 


人 EEH2n 
小牧 県営 03 か FD A353 便 花巻 = ホテ ルフ ォ ル クロ ー ロ 花 
和 和 昌 食 )= 岩 手 銀行 末 レ ンカ 館 ( 辰 野 金吾 氏 が 設計 し た 旧 盛 岡 
銀行 本 店 跡 / 約 40 分 ) = つなぎ 温泉 湯 守 ホテ ル 大 観 別記 う 55( () 
RUOOO 肝 着衣 時 ュー SG 


[| ティ 
カ ヒ レ 、 三 陸 産 アリ 


アル と 会 と H 中 ー 恒 了 
2 つ な SiLACO0HV 田沢 湖 ( 冬 景 いい 日 本 一 深 汗 " 車 人 か 
見 学 )= 田町 武家 屋敷 ホテ ル ( 秋 田 名 む ぢ 郷土 料理 
) 恒 食 ) = 角館 ( 黒 忌 と 雪 『 の コン トラ スト カ し い 、 みち の く の 小 ヌ 5 
50 分 )= つ な ぎ 温 泉 ( 連 泊 ) ※16:00 到 着 予定 較 賠 因 
3 つなぎ 温泉 (930 出 発 )= 盛 岡 八 幡 宮 (県 内 随 一 の 風格 を 持つ 古 社 / 約 40 
分 )= あ さ 開 (酒造 見 学 プ 約 30 分 )= モ ン ・ フ レー ブ ( 南 部 鉄器 ポッ ト に 8 
付け た 洋食 の 昼食 )= 宮 沢 賢治 記念 館 ( 宮 『 沢 賢治 の 世界 と の 出会い の 施 
設 ン ノ 約 60 分 )= 花巻 み FDA356 便 小牧 県 営 名 古屋 (17:55 着 ) 、 屋 品 
雪景 色 は 気象 条件 に より 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 


0 g 3 会 の 音 ロ Ei 
※ 写 真 は すべ て | お 問い 合わ せ : お 申し 込み 電話 受付 | 相馬 の (人 ]D ノ プー))- 004 税 較 ラフ ンー リズ /PCGSS ど 5 PCE 
5 時 6 上 用 電 庄 乗 呈 目 クラ ブツ ー リ ズム PASS 会 員 な ら 
イメ ー ジ で す 月 91517:30 (上 祝日 は 休 業 ) | 専用 電話 番号 | 床の間 は お 半 い 合わ せく だ さい 0 | の が ある コー ス コジ [lat 


前 2 


ド pm 


、 バ ス 1 人 2 席 骨 ) 桜 咲く 函館 五 栓 郭 と 道 南 の 桜 名 所 
に 「 望 楼 NOGUCHT 画 館 」 
ーー ゲ ・ ウィ ン ザ ー ホ テル 洞 館 」 3 


記 昌 纏 消 爺 湖 温 泉 フラ ンス 料理 と 日本 村 理 の 遂 べ る 人 
pm ゾー トス テイ を 楽し な 1 


デー 「 ザウ ィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 『 
ザウ ィ ン ザー ホテ ル 洞 爺 リゾ ー ト & ス パ ロビ ー 4 リ ゾー ト 届 "ズン \ 


ーー 洞爺 滑 や 内 浦 済 を 望む ホテ ル 。 雄 大 な 自然 と 上 質 を ホテ 
コー ス 番 号 | 1 泊 目 客室 タイ プ |2 泊 目 客室 タイ プ 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) ル な ら で は の 級 応 が 極上 の ひと と き を お 約束 し ます 。 


- ペ | 和 s タ ン | 240,000m-300,000 
”。 。 | | 20OoofOH270000B.H290mOB (時 00 康誠 人 湯川 温泉 
MS 2 に タ * ッ ト 260,.000m-320,.000m 和 モ ダン を コン セプト と し た 名 宿 
= ズ イ ー ト | イート | 人 260000H.OR290000 ロ 、HRI300000、()320000H 請 還 軸 還 上 こ | で 月 本 米 MM 
1 ウ 
出発 日 玉 略 128 人 29 は 初 -@⑩ 日 罰 衣 (① 月 (4) 休 初日 ミー 計 楼 NOGUCHT 函 館 
3 6 っ 。 7 函館 山 や 津軽 海峡 、 街 並み を 一 望 。 客 室 は 温泉 
| 中 部 (11001200 発 ) か 新 千歳 =〈 飼 別 * 桜 並木 プ 約 2.000 本 の エゾ ヤマ Ke 
ザク ラ の トン ネル を 車窓 より 見 物 / 桜 が 見 頃 で な い 場合 は サイ ロ 展 鹿 台 へ NCPONUORORSTD 
ご 案内 )〉= 洞 爺 湖 温泉 ・ ザ が ・ ウ ィ ン ザ ー ホ テル 洞爺 リゾ ー ト & ス パ ( 沿 ) 
※ 夕 食 は 、 フ レン チカ か 日 本 料理 の どちら か ご 選択 いた だ け ま す 旭日 陶 
2 洞爺 湖 温泉 (9.00 出 発 ) = 森町 < 青葉 ヶ 丘 公園 (ソメイヨシノ や 固有 種 青 葉 枝 生 
な ど 約 1.000 本 の 桜 約 30 分 )= 北 斗 市 ( 戸 切 地 陣 屋 跡 へ と 約 800m 続 く 桜 
木 や 推定 樹齢 300 年 以上 の 法 亀 寺 の 枝垂れ桜 へ ご 案内 / 約 50 分 ) = 五 生 郭 
タワ ー( 是 型 の 城 部 を 彩る 桜 名 所 約 60 分 )= 湯 の 川 温泉 ・ 望 楼 NOGUCHI 
函館 ( 泊 )※ 最 上 階 の 展望 吉 天 風呂 や 温泉 風呂 付 の 客室 で お 寛ぎ くだ さい 。 夕 
食 は 、 道 産 の 食材 を 用 いた 和洋 折 夷 創作 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 較 司 陶 
3 湯 の 川 温泉 (⑧30 出 発 )= 函 館 朝市 (買い 物 / 約 30 分 )= ト ラピス チヌ 修 
道 院 ( マ リア 像 を 彩る 桜 プ 約 40 分 )= 函 館 中 部 (14:40 着 ) 遼 己 日 : 
※ 桜 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 桜の 見 頃 和 8 5 月 中 


加 損 の 伝統 美 が 溢れ る 寛ぎ の 名 答 
ドム ブ ーー リ ッ プ フェ ア と 古都 金沢 
和倉 温泉 | 加賀屋 別邸 松乃 碧 」8 


7 回 還 な 
潮 在 中 、 お 好き な だ け お 楽し みい た だ け ま す 。 
形 登 島 と 七尾 西 湾 を 主 む 海 の 温泉 宿 か ・ (ドリ ンク ・ ス イー ツ 


る 加賀 屋 別邸 松乃 碧 |: 雑 we:ii 


) 
) 
・ 温 あがり ラ ウン ジ 」 (ドリ ンク ・7 7 
) 
) 


開 湯 1.200 年 の 歴史 を 誇る 和倉 温泉 の 名 旅館 。 館 内 |・ 食 事 処 - ・ (夕食 ・ 朝 食 時 の お 飲物 
ーー (ドリ ンク ・ お 夜食 


や 客室 か ら 風 光明 如 な 七尾 湾 ・ 能 登 湾 の 絶景 が 楽 ・ 温 泉 湯 め ぐり … (加賀 屋 グ ルー プ 旅 館 


し め ま す 。 心 安らぐ 贅沢 な ひと と き を 。 ※ー 部 特別 な も の 、 休 館 日 は 除く 


作 及 の が 茶屋 街 
写真 提供 : 金 沢 市 


_* ぁ RG618-C22 


ate(sos) の)0, 000m-210, 000m 


出発 日 昌 貝 30 日 日 監 衣 』④( 林 初日 無印 200.000 円 、 〇 印 210.000 円 
内 RESNO | 名 古屋 (98 発 ) 一 特急 「 し らき ぎ 」5 昌 細 グ リー ン 車 一 金沢 … 金 沢 ・ ホ テル 日 
0 波 衣 1 っ 半 h 航 金 沢 ( 泊 ) ※13:00 到 着 予 定 。 夕 食 まで 兼太 園 や ひがし 茶屋 街 な ど の 散 和 葉 を 
上 人家 - 各自 ご 自由 に お 楽し みく だ さい 。 夕食 は ホテ ル に て 中 国 料理 を ご 用 意 日 日 図 
ー 2 金沢 (9.00 出 発 ) = 栃 波 チュ ー リ ッ プ 公 園 ( と な み チ ュー リッ プ フ ェ ア を 
見 学 / 約 70 分 )= 高 岡 大 仏 (高き 16m の 大 き な 仏像 約 30 分 )= 高 
寿し (富山 湾 寿 司 の 昼食 ) = 雨晴 海岸 (岩礁 が 多く 白砂 青松 の 景勝 地 
約 30 分 )= 和 倉 温泉 ・ 加 賀 屋 別邸 松乃 碧 ( 泊 ) ※15:30 到 着 予 定 。 オ ー 
イン クル ー シ ブ の 和 宿 で ゆっ た り と お 過ごし くだ さい 詞 属 
3 和倉 温泉 (10:00 出 発 )= 輸 島 ( 朝 市 の 見 学 / 約 50 分 )… 輸 島 ( 部 土 料 
の 昼食 )=〈 千 里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イノ 車窓 見 学 〉= 金 沢 二 特急 「 し 
ぎ 」14 号 玉 グ リー ン 車 一 名 古屋 (19:46 着 ) 開 同 

※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


ヽ 藤 耳 


トー 
マ 


団 


Nu 
7k 


ツアー お 申し : 歩行 や 視聴 覚 な ど が ご 不 自由 な 方 、 動 物 ア レル ギー の ある 申し ー 出 発 日 か ら 起算 し て 5 営業 日 前 (土日 祝日 6 
Ted 洒 人 を お 玉 れ の 万 、 そ の 他 特別 な 棄 虐 を | 問 際 お 申し 込み の は を た お 申し 込み の お 到 い 方 法 は 、 カ ー  ※ 写 真 は すべ て 
必要 と する 方 は 、 お 申し 込み の 際 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 支払 い 方 法 に つい て | ド 決 済 の み 承 り ま す 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 イメ ー ジ で す 


10 


シベ ン lA の 


用 


2 泊 目 は 露天 風呂 付き 客室 


| 浜寺 島 の 湯 海 表 ] と 神戸 % デ 


ーーー 拝 作 3 
較 折 浜 温 泉 叶う ツー 神戸 クル ー ズ ラン チ 


浜 二 島 の 湯 海舟 


誠司 人 の 湯 


画 同行 国 2 名 圏 12 名 圏 同乗 遼 不 可 
人 赤 帝 産 観光 バス 同等 
2 一 8 名 1 室 


殺 線 @e 200,000 


出発 日 臣 衣 5 人 初日 

] 名 古屋 (947 発 ) 王 新幹線 「 の ぞ み 」15 号 紛 グ リー ン 車 一 新神戸 = 神戸 港 (コン 
ツェ ルト で クル ー ズ ラン チ ) = 相楽 園 ( 約 4.000 株 の ツツジ と みず みず し い 新 緑 が 美 
し い 日 本 庭園 プ 約 50 分 )= 神 戸 ・ 神 戸 ベ イシ ェ ラ トン ホテ ル & タ ワー ズ ( 泊 ) 
※16:00 到 着 予定 。 夕 食 は 中 国 料理 を ご 還 意 曰 属 

2 神戸 (900 出 発 )= 紀 三井 寺 ( 西 国 観音 霊場 第 二 し 拝観 


ュー RG645-C22 


場 第 二 番 札 所 。 ケ ー ブ ル カー を 利 有 
グ 約 60 分 )= 和 歌 山 マ リー ナシ ティ ホテ ル ( 和 食 の 恒 食 ) = 三段壁 洞窟 (熊野 水軍 の 
船 隠し 洞窟 だ っ た と 伝え られ る 約 60 分 )= 千 畳 敷 (景勝 地 プ 約 30 分 )= 白 浜 温泉 ・ 浜 
千鳥 の 湯 海舟 ( 泊 ) ※16:30 到 着 予定 。 館 内 の 洪 め ぐり な ど お 楽 し みく だ さい 贈 較 陶 

3 白浜 温泉 (900 出 発 )= 高 野山 (精進 料理 の 昼食 と 案内 人 同行 で 金剛 峰寺 や 身 
之 院 を 拝観 昼食 含め 約 3 時 間 )= 新 大 阪 二 新幹線 | の ぞ み 」50 号 角 グ リー ン 
車 一 名 古屋 (19:58 着 ) 右 属 品 

※ 浜 千鳥 の 湯 海舟 の 客室 露天 風呂 は 沸か し 湯 と な り ます 。 ま た 景観 は 庭 側 と な り ま す 。※ ケ ー ブ ル カー・ ク ルー 

ズ 船 は 、 荒 天 等 に より 運休 に な る 場合 が ご ざい ます 。 こ の 場合 、 割 愛し ツア ー を 実施 し ます 。※ 花 の 見 頃 は 気象 条 

件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


)GWKC 花 めぐ り と 祭り を 楽し な 


人 『 河 了 ほ 園 | の 膝 ・ 背 締 涼 モ ノイ ブフ 
貞 呈 | 博多 どん た く 港 まつ り 」 


※ 当 コー ス は 「 河 内 藤 園 」 の 手配 の 都合 上 、 当 広告 で は 予約 希望 の 受付 の み と な り 、 契 約 の 締結 は 当社 の 手 本 
完了 後 と な り ます 。 博多 どん た く 港 ま つり は 1 月 1 日 現在 、 開催 未定 と な つ で おり ま す 。 開催 中 止 等 の 不都合 が 生じ 
た 場合 、 お 申込 み の お 客 様 に 別途 連絡 し ます 。 


ュ _xms RG670-C22 


g 明 和 パ ス 同 等 
sao の 10.000 1 名 1 室 50.000 円 増 (部屋 数 制限 あり ) 
出発 日 臣 衣 3( 初 ・4 森 初日 


] 名 古屋 (930-9:50 発 ) 王 新幹線 「 の ぞ み 」 号 紗 グ リー ン 車 王 博多 … 福 岡 - ホ テ 
ル 日 航 福岡 ( 泊 ) ※ 各 自 博多 どん た く 港 まつ り を お 楽し みく だ さい 。 夕 食 は 和食 ・ 
中 華 か ら お 選び いた だ け ま す 日 司 因 

2 福岡 (830 出 発 )= 河 内 藤 園 ( 幻 想 的 な 藤 角 の トン ネル 約 50 分 )= 北 九州 ( 昼 
食 ) = 門司 港 レト ロ ( 街 並み 自由 散策 約 60 分 )= 白 野江 植物 公園 (季節 の 花 
観賞 / 約 50 分 )= 福 岡 ・ ザ :・ ル イガ ンズ スパ & リ ゾー ト ( 泊 ) 


※17:00 到 着 予 定 。 北 は 玄界灘 、 南 は 博多 湾 を 望む リゾ ー ト ホテ ル 。 洋 食 の 夕食 
を お 楽し みく だ さい 


3 福岡 (800 出 発 )= 宗 像 大 社 辺 津 宮 ( 世 界 遺産 約 40 分 )= 鮨 屋台 海 の 彩 ( 寿 
司 の 恒 食 )= 海 の 中 道 海浜 公園 (ネモ フィ ラ な ど 花 観賞 約 50 分 )= 博 多 一 新 幹 
線 「 のぞみ 」 号 販 グ リー ン 車 一 名 古屋 (20:10ー20:40 着 ) 三 司 日 
※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。※ 博 多 湾 を 望む 客室 と は お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除 
く ) か ら 見 える 博多 湾 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 客室 で す 。 


費 ) 名 物 の ウニ 丼 を ご 賞味 


了 人 人 皆実 * 湯 | 敵 万 座 核 | 


中 美術館 財 大 社 池 暫 月 


男 同 行 国 2 名 固 12 名 藻 同 乗 圏 不可 大 昌 層 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス 同 等 


コー ス 番 号 1 泊 目 客室 タイ プ |2<3 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 出発 日 
ーー 和室 180,000 ed 
RG666-C22 議 法 190,000m 


1 ーー ザ ・ シ ロ ヤ マテ ラス 
津山 別邸 ( 魚 を 使っ た コー ス 料 理 )= 倉 吉 白 壁 土 蔵 群 ( 国 重 要 伝 統 的 建造 物 群 
保存 地区 を 邊 由衣 筑 約 40 分 ) 三朝 温 泉 ・ 三朝 薬師 の 湯 万 翠 楼 ( 泊 ) 
※16:30 到 着 予 定 。 世 界 屈 指 の ラジ ウム 泉 質 の 温泉 で ゆっ くり お 寛ぎ くだ さい 

2 三朝 温泉 (900 出 発 )= 足 立 美術 館 ( 約 120 分 )= 日 本 庭園 由 志 園 ( 池 に 
ボタ ン 「 池 泉 牡 崩 ] の 絶景 昼食 約 120 分 )= 玉 造 温 泉 ・ 佳 翠 苑 皆 美 ( 泊 
※16:30 到 着 予定 。 飛 天 ま た は 瑞光 に 和 宿泊 。 名 湯 と 和食 会 席 の 夕食 を お 楽し みく 
だ さい 机 属 了 

3 玉造 温泉 (900 出 発 ) = 出雲 大 社 (自由 参拝 プ 約 90 分 ) = 花房 商店 (ウニ 丼 の 昼 


貴司 区 
浮か ぶ 


ュ \ ン 


PASS 
| 本 利 
ロ 


(バス 1 人 2 席 


用 


) 決 四島 食材 を 便 用 し た フラ ンス 料理 


9 衣 肖 在 と 『 記 円 公 園 ・ 渦 の 道 
湊 路 島 | ホテ ルアナ ガ 」) 連 泊 
淡路 島 

時 69 た あな ホテ ルプ ナガ 


潮 農 に 耳 を 傾け る 癒し の ひと と き を 。 淡 路 島 の 素材 
で 作ら れる 料理 は ここ の 時 D い 22 まし の 3 は 


画 同行 国 2 名 圏 12 名 茹 同乗 遼 不 可 


コー ス 番 号 RG640- C22 放 陣 幸 帝 産 観光 バス 同等 


釘 電 og) 190,.000 


出発 日 騙 』29 人 初日 

] 名 古屋 (11:19 発 ) 王 新幹線 「 ひ か り 」637 与 紗 グ リー ン 車 ー 新 大 阪 = パ ル シ ェ 香 
り の 館 ( 花 の 見 学 と お 買い 物 プ 約 40 分 )= 伊 罪 諸 神宮 (日 本 書 紀 に も 書か れ て 
いる 日 本 最 古 の 神社 を 参拝 プ 約 30 分 ) = 淡路 島 ・ ホ テル アナ ガ ( 泊 ) 
※17:00 到 着 予定 。 オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 に 連 泊 。 夕 食 は 会 席料 理 を ご 用 意 日 

2 淡路 島 (9:00 出 発 )= 鳴 門 公園 (大 鳴門 橋 遊 歩道 「 渦 の 道 ] よ り 観 潮 公 園内 の 
自由 散策 含め 約 70 分 ) = 栗林 公園 ( 国 の 特別 名 勝 に 指定 され た 回 遊 式 大 名 庭 
園 約 60 分 )= 淡 路 島 ( 連 泊 ) ※16:30 到 着 予 定 。 夕 食 は 地元 素材 を 使っ た 淡路 
島 な ら で は の フラ ンス 料理 を ご 用 意 賠 約 

3 淡路 島 (900 出 発 ) = 大 塚 国際 美術 館 (陶板 複製 画 を 中 心 と し た 美術 館 約 3 

時 間 滝 在 )= ア オア ヲ ナ ルト リゾ ー ト (和食 の 昼食 )= 新 大 阪 二 新 幹線 「 ひ か り ] 

518 号 凡 グ リー ン 車 一 名 古屋 (1742 着 ) 還 国 園 


※3 名 1 室 は お 問い 合わ せく だ さい 


日 較 


食 )= 広 島 一 新幹線 「 の ぞ み 」52 号 碑 グ リー ン 車 一 名 古屋 (20:13 着 ) 剛 琶 日 


※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 


0 東 : Re 
す の で 、 旅 行 申込 時 に お 申し 出 く だ さい 
超え る 荷物 は お 持ち 込み いた だ | 9 せん 
し て いた だ く よ う お 願い いた し ます 。 ご 不 


遇 に 
親 


新幹線 ご 利用 時 の 


※ 写 真 は すべ て 
荷物 に つい て 


イメ ー ジ で す 


11 


が 放 委 に 
了 約 せれ に | F「 和 和 和 人 
は 、 貞 を 


※ 花 の 見 頃 は 気象 条件 等 に より 多少 前 後 する 場合 が あり ます 。 
※ オ ー シ ャ ン ビ ュー 客室 と は お 部 屋 ( ベ ラン ダ を 除く ) か ら 見 える 海 が 視界 の か な り の 部 分 を 占め て いる 客室 で す 。 


8 CI ス つき 座席 の 予約 が 必要 で 
必要 が あり ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に 


例 2023 年 4 月 21 日 発 [ 山 陰 ユ ー ス (下り ) ] 
念 2023 年 6 月 6 日 発 [山陽 ・ 山 陰 周 遊 コ ー ス ] 


> 美しい 日 本 を ホテ ル が 走る て 


「TWILIGHT EXPRESS 環 風 」 


オー プン キッ チン か ら 伝 わる 車内 調理 の ライ ブ 感 を 感じ つつ 、 大 き な 窓 を 流 
れる 美しい 景色 を 眺め な が ら 、 食 の 匠 に よる 料理 を お 楽し みい た だ け ま す 。 


帝国 ホテ 大 阪 > 国 有形 文化 時 見 学 
「TWILIGHT EXPRESS 玖 風 | 


空 まで 望む こと が で きる 開放 的 な 展望 室 か ら 雄 大 な 景色 や 星空 と いっ た 車窓 を 
お 楽し みい た だ ける と と も に 、 展 望 デッキ で は 沿線 の 風 を 感じ て いた だ け ま す 。 


「TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 」 で 行く 


優雅 な る 旅路 


PT アデ FT 
た 。 客 室 に いな が ら 列車 の 左右 両側 を 眺望 で きる レイ アウ ト や と 、 大 き な 窓 
に より 車窓 を お 楽し みい た だ け ま す 。※ ユ ニ バ ー サ ル 対 応 の 容 室 を 除く 。 


HOTEL THE MITSUI KYOTOz は り 清 っ 京 
「TWILIGHT EXPRESS 欧 風 」 


画 同行 国 2 名 固 12 名 困 一 部 較 不 可 大 を 計 近鉄 バス (1 日 目 の み ) 同 等 画 同 行 国 2 名 固 12 名 困 一 部 隅 不可 大 奈良 交通 また は 奈良 観光 バス (1・2 日 目 の み ) 同 等 
コー ス 番 号 「 瑞 風 ] 客 室 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) コー ス 番 号 「 瑞 風 」 客 室 2 名 1 室 旅行 代金 (お ひと り ) 
78473.C22l| ロマ ルッ イン 74 784703C22| = ロイ ヤル ッ ィ ン 124 ヵ ロ 
出発 日 草 財 2 1 日 出発 日 藍 芽 』6(W 日 
] 名 古屋 (1010 一 10:40 発 )〈 新 幹線 の ぞ み 号 玉 グ リー ン 車 ) 王 新 大 阪 = 懐石 北 瑞 1 名 古屋 (10: 1010:40 発 で 生 ー P 都 = 京 料理 は 
苑 ( 1 )= 大 阪 倶楽部 ( 国 の 有形 文化 財 で 普段 立ち 入り で き り 清 ( : )=[ 世 界 
な い 文 化 財 の 見 学 プ ホー ル に て ミニ コン サー ト を 開催 。 旅 の 始ま り の 特別 な ひと と き 遺産 ] 西 株 寺 ( 案 内 付 で 二 3 院 拝観 と 国 宝 「 飛 雲 間 」( 外 観 ) 特 別 拝観 )= 京都 ・ 
を お 過ごし くだ さい りー 大 阪 ・ MM UI 予定 。 グラウ RE THE MITSUI KYOTO( 泊 ) 
周忌 図 条 城 を 眼前 に 望む ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 イ タリ 7 夕食 日 層 因 
2 大 孤 = (タク シー 8 大 阪 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 に 乗車! 車内 に て 2 新 大 阪 大 (TWILIGHT EXPRESS 瑞 風 に 乗車 車内 に て ! 
) デ 香住 (大 乗 寺 拝観 / 應 移 < 億 換 庫 の 見 学 。 応 〉 デ 岡山 ( 賠 山 後 園 の 周 内 吉 策 と [ 延 養 亭 ] の 見 学 能 将 
挙 の 真 筆 に よる 宰 絵 を 鑑賞 ) 一 (車内 に て | 食 ) 一 列 台 見 学 )ー〈 車 内 に て E 料 】 〉 デ 列車 車 中 ( 泊 ) 織 属 因 
車 車 中 ( 泊 ) 劇 属 狗 3 一 (車内 に て ) 一 容 道 = 雲南 (菅谷 た た ら 山 内 見 学 / 田 部 
3 一 須佐 く ミ ※)= 萩 ( Ao 下 枝 見 学 第 認 ・ 土 成 導 見 学 ノ 神楽 の 宿 で の 伝統 芸能 | 出雲 神楽 ] を 鑑賞 
屋 家 住宅 見 学 )= 東 萩 王 〈 車 内 に て | 上 HB) 王 下関 = | お )= 松江 (茶室 | 明々 庵 」 見 学 を と お 茶 の ふ る まい ) 
小倉 一 〈 新 幹線 の ぞ み 号 嶋 グリ ー ン 車 ) 一 名 古屋 62oi5 21 着 ) 農 賠 = 松江 一 ( ] 」 [ 理 ) 一 列車 車 中 ( 泊 ) 剛司 図 
※ 線 路 の 状況 に よっ て 、 運 行 ル ー ct 2 ※ 東 京 * 関 西 出発 の お 客 様 と の 共同 催行 と な り ま す 。 4 ー 東 手 G 6 4 | で り = 鳥取 ( 砂 の 美術 館 見 学 / 
※ 本 コー ス の バス は お ひと り 2 席 利用 で は ご ざい ませ ん 。 鳥取 砂丘 散策 )= 鳥 取 一 (昼食 は 車 て | 『 洋 料理 \ 一 (新幹線 
岬 大 阪 都心 に あり な が ら 、 花 や 水 、 緑 湊 れ る 環境 に の ぞ み 0 名 古屋 (18: 2318: 49 着 ) 司 語 園 
伝統 の 「 お 6 て な し を 謗 る 名 門 ホ テル 建つ 伝統 の ホテ ル 。 客 室 か ら 眺 強 で きる 街 ※ 線 路 の 状況 に よっ て 、 運 行 ル ー ト が 変更 と な る 場合 が あり ます 。※ 東 京 : 関 西 出発 の お 客 様 と の 共同 催行 と な り ます 。 


0 - 並み と 四季 折々 の 美しき に 包ま れ 、 交 沢 な ひ 
常 国 ホ テル 大 阪 凍ら 30 


※ 本 コー ス の バス は お ひと り 2 席 利用 で は ご ざい ませ ん 。 


京都 で 
二条 城 を 望み 三井 家 ゆ ゅ かり の 地 に 件 む 建築 、 工 装 、 食 な ど 日 


HOTEL 2 
THE MITSUI 
KYOTO 


アリ ー ホ テル 。 広 々 と し 
た 客室 や 選りすぐり の 
食材 を 使用 し た 美食 
を お 楽し みく だ さい 。 


コー ス 内 の | @ 条 件 較 ( ツ アー ディ レク ター[ 添 乗員 ]) 国 (最少 受付 人 員 ) 固 ( 
マー ク の 見 方 | (ケー ブル カー) ふ (ロー プ ウ ェ イ また は リフ ト ) へ (水上 交通 ) サ (航空機) … 


最少 催行 人 員 ) 昭 (バス ガイ ド ) 圏 ( 相 部 屋 の 可否 ) 大 四 (運行 バス 会 社 ) 
(徒歩 また は 自由 行動 ) 人 食事 /( 朝 食 ) 届 ( 太 食 ) 図 (夕食) 囲 ( 弁 


外交 通 ブ ニー( バ ス ) 王 (JR) 


ニ ( バ ス ) で (JR 以外 の 私 鉄 ) …( ト ロッ コ 電 車 ) 
当 ) 硬 ( 部 屋 食 ) 圏 ( 


軽食 ) 品 ( 食 事 な し ) ョ (お 客 様 写真 ) 


近鉄 グル ー フラ プリ ー リ スム 株 式 会 # 
名 古屋 テー マ 旅 行 セ ンタ ー 
念 天候 ・ 交 通 事情 な ど に より 、 時 間 ・ 場 所 ・ 航 路 な ど を 変更 する こと が あり ます 。 氏 旅 行 サ ービス の 内 容 、 発 着 時 間 に 


つい て は 、2023 年 1 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 欠 詳し い 旅行 内 容 を 記載 し た 書面 (パン フレ ッ ト ) を 送付 いた し ます の 
で 、 事 前 に ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 。 倫 旅 行 代 金 に は 消費 税 等 諸税 が 含ま れ て いま す 。 


お 問い 合わ せ | 「 ロ イヤ ル ・ グ ラン ステ ー ジ 四季 の 華 」 専 用 電話 番号 
お 申し 込み 電話 受付 / 月 一 土 9:15 一 17:30 (日 - 祝 日 は 休業 ) 


名 古屋 


東京 都 新宿 区 西新 宿 6-3-1 新宿 アイ ラン ドウ イン グ 
観光 庁 長 


〒460-0008 愛知 県 名 古屋 市 中 区 栄 3-3-.21 セン トラ イズ 貯 [総合 旅行 業務 取扱 管理 者 : 大 平 悦子 ] 


官 登録 旅行 業 第 1693 号 開 旅行 業 公正 取引 協議 会 会 員 JATA 正会員 


管理 番号 :21213 2023 年 2 月 1 日 発行 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 こ の 旅行 契約 に 関 
し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 総合 旅行 業務 取扱 管理 者 に お た ず ね くだ さい 。 


052-300-0044 


※ 写 真 は すべ て 
イメ ー ジ で す 


ご 来店 窓口 の 営業 時 間 は 
お 問い 合わ せく だ さい 


